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平成２８年５月井手町議会（臨時会）会議録（第１号） 

 

招集年月日 

     平成２８年５月２日 

招集の場所 

     井手町役場議場 

開閉会日時及び宣告 

     開会 平成２８年５月２日 午前９時５８分 議長 木村武壽 

     閉会 平成２８年５月２日 午後２時５３分 議長 丸山久志 

応招議員 

       １番 谷田 利一      ２番 西島 寛道 

       ３番 岡田 久雄      ４番 岩田  剛  

       ５番 古川 昭義      ６番 村田 忠文 

       ７番 丸山 久志      ８番 中坊  陽  

       ９番 谷田  操       10番  木村 武壽 

不応招議員 

       な   し  

出席議員 

       １番 谷田 利一      ２番 西島 寛道 

       ３番 岡田 久雄      ４番 岩田  剛  

       ５番 古川 昭義      ６番 村田 忠文 

       ７番 丸山 久志      ８番 中坊  陽  

       ９番 谷田  操       10番  木村 武壽 

欠席議員 

       な   し  

会議録署名議員の氏名 

       １番 谷田 利一      ５番 古川 昭義 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

 議 会 事 務 局 長 奥山 英高     議 会 書 記  中谷  誠 

 議 会 書 記  西島 豊広     議 会 書 記  平間 克則 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

 町 長 汐見 明男     副 町 長 中谷 浩三 
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 教 育 長 松田  定      理事兼総務課長事務取扱 脇本 和弘 

 理事兼地域創生推進室長事務取扱 後藤 崇文     理事兼保健医療課長事務取扱 小川 淳一 

 理事兼建設課長事務取扱 中村 秀一     理事兼上下水道課長事務取扱 松山 正伸 
 
 教育次長・山吹ふれあいセンター所長兼            中島 一也     企 画 財 政 課 長 花木 秀章 
 学校教育課長、自然休養村管理センター館長兼務 
 

 税 務 課 長   乾  浩朗     会計管理者・会計課長兼務 光田 恵理 

 住 民 福 祉 課 長 中坊 玲子     高 齢 福 祉 課 長 寺井 佳孝 
 
 保健センター所長・            小笠原温美     建 設 課 参 事  古川  篤  
 地域包括支援センター所長兼務 
 

 産 業 環 境 課 長 菱本 嘉昭     上 下 水 道 課 参 事  森田  肇 
 
                    いづみ人権交流センター所長・  同和・人権政策課長  野田 昌司              木村 坂次 
                    いづみ児童館長兼務  
 
 社 会 教 育 課 長 ・                       高江 裕之     学校給食センター所長 藤崎 裕司 
 図 書 館 長 兼 務            
 

議事日程 

     別紙のとおり 

会議に付した事件 

     別紙のとおり 

会議の経過 

     別紙のとおり 
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平成２８年５月井手町議会臨時会 

 

議 事 日 程〔第１号〕 

平成２８年５月２日（月）午前１０時開議 

 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 諸般の報告 

第４ 報告第１号 専決処分の報告について 

第５ 報告第２号 専決処分の報告について 

第６ 報告第３号 専決処分の報告について 

第７ 報告第４号 専決処分の報告について 

第８ 報告第５号 専決処分の報告について 

第９ 報告第６号 専決処分の報告について 

第10 報告第７号 専決処分の報告について 

第11 議案第31号 井手町副町長選任につき同意を求める件 

第12 発委第１号 井手町議会委員会条例の一部を改正する条例制定の件 

 

追 加 議 事 日 程〔第１号の追加〕 

 

第１ 議長の辞職について 

第２ 議長の選挙について 

第３ 副議長の辞職について 

第４ 副議長の選挙について 

第５ 常任委員会委員の選任について 

第６ 議会運営委員会委員の選任について 

第７ 議会広報編集委員会委員の選任について 

第８ 交通対策特別委員会委員の辞任許可及び同委員の選任について 

第９ 城南衛生管理組合議会議員の選挙について 

第10 京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

第11 京都地方税機構議会議員の選挙について 

第12 議案第32号 井手町監査委員選任につき同意を求める件 
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第13 閉会中の継続調査の申し出について 
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議事の経過 

 

議長（木村武壽）  皆さん、おはようございます。早朝よりのご参集、ご苦

労さんでございます。 

 平成２８年５月臨時会の開会に先立ちまして申し上げます。 

 去る４月１４日、熊本県を中心とする熊本地震が発生いたしました。４月

１６日の本震を含め、現在も余震が続いている状況であります。この連続す

る大地震により、幾多のとうとい生命が失われ、たくさんの方が避難生活を

余儀なくされておられます。 

 亡くなられた方々の無念を思い、最愛の家族を失われたご遺族の深い悲し

みに思いをはせますとき、まことに痛恨のきわみであり、哀悼の念にたえま

せん。ここで、亡くなられた方々の御霊に対して、黙禱をささげたいと思い

ます。 

 皆様、ご起立をお願いいたします。 

 熊本地震で亡くなられた方々へのご冥福をお祈りするため、黙禱を行いま

す。 

 黙禱。 

     （黙禱） 

議長（木村武壽）  黙禱を終わります。ご着席お願いいたします。 

 本日、汐見町長より５月臨時町議会が招集されました。議員各位におかれ

ましては、提案されております各議案等につきまして慎重にご審議をいただ

きますとともに、理事者各位につきましては適正かつ明確な答弁をいただき

まして、充実した議会運営を行ってまいりたいと思いますので、ご協力賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 引き続きまして、去る４月１日付の人事異動により、かわられた方の紹介

を中谷副町長よりお願いいたします。 

 中谷副町長。 

副町長（中谷浩三）  それでは、私の方から、この４月１日付人事異動に伴

います管理職のご紹介を申し上げます。 

 まず、理事兼地域創生推進室長事務取扱の後藤崇文でございます。 

理事（後藤崇文）  後藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

副町長（中谷浩三）  次に、企画財政課長・地域創生推進室参事兼務の花木



－６－ 

秀章でございます。 

企画財政課長（花木秀章）  花木でございます。よろしくお願いいたします。 

副町長（中谷浩三）  次に、同和・人権政策課長の野田昌司でございます。 

同和・人権政策課長（野田昌司）  野田です。よろしくお願いします。 

副町長（中谷浩三）  次に、産業環境課長・地域創生推進室参事兼務の菱本

嘉昭でございます。 

産業環境課長（菱本嘉昭）  菱本です。よろしくお願いします。 

副町長（中谷浩三）  以上が、今回の異動でかわりました管理職でございま

す。今後ともよろしくお願いを申し上げます。 

議長（木村武壽）  次に、議会事務局の紹介を奥山事務局長よりいたさせま

す。 

 奥山事務局長。 

議会事務局長（奥山英高）  引き続きまして、議会事務局の職員の紹介をさ

せていただきます。議会書記の平間克則でございます。 

議会書記（平間克則）  平間です。よろしくお願いいたします。 

議会事務局長（奥山英高）  どうかよろしくお願いいたします。 

議長（木村武壽）  以上で紹介を終わります。 

 ただいまの出席議員数は１０名であります。定足数に達しておりますので、

平成２８年５月井手町議会臨時会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、１番、谷田利一

議員、５番、古川昭義議員を指名します。 

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の順序の議席の方にお願いい

たします。 

 次に、日程第２、会期の決定を議題にします。 

 本臨時会の会期は本日１日としたいと思います。ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日に決

定しました。 

 本日の臨時会に招集告知されております案件は、副町長選任につき同意を

求める件１件、専決処分の報告７件であります。 

 なお、本日の日程は、皆様のお手元に配付してあります議事日程のとおり
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であります。 

 それでは、審議を行います前に、町長より挨拶をいたしたい旨申し出があ

りますので、これを許します。 

 汐見町長。 

町長（汐見明男）  皆さん、おはようございます。本日、臨時町議会を招集

いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私何かとご多用の中ご

参集いただきまして、まことにありがとうございます。平素は町政進展のた

め絶大なるご協力を賜り、住民とともに深く感謝しているところでありまし

て、この機会に厚くお礼を申し上げます。 

 冒頭、全員で黙禱をささげさせていただきましたが、私の方からも、熊本

地震で亡くなられた方々のご冥福と、そして被災された皆様方のお見舞い、

さらには被災地の一日も早い復旧・復興をお祈りしておきたいと思います。 

 さて、今回の臨時議会は、副町長の任期が満了になることから、選任につ

きご同意願いたく招集をさせていただきました。また、専決処分の報告につ

きましては、地方自治法の規定によりまして、処分を行ったときには次の会

議においてこれを議会に報告し、その承認を求めなければならないこととな

っておりますので、あわせて提出をいたしております。 

 なお、今次臨時会に提出いたしております案件は、議案第３１号、副町長

の選任同意ほか７件であります。詳細につきましては各担当よりそれぞれ補

足説明いたさせますので、何とぞ慎重ご審議の上、ご可決賜りますようにお

願いを申し上げまして、私の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

議長（木村武壽）  次に、日程第３、諸般の報告を行います。 

 監査委員から３月分、４月分の例月出納検査結果報告を受理し、その写し

をお手元に配付いたしておりますので、ごらんおき願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 次に、日程第４、報告第１号、専決処分の報告についてを議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘） 

     （報告第１号を朗読説明） 
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議長（木村武壽）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  今度、地方創生推進室というのが設置をされたというこ

とですけれども、この責任者の方は室長さんとお呼びすればいいのかと思い

ますが、職員の配置ですね。今、課長と兼務で参事という形で紹介があった

かと思うんですけど、全体の概要、その責任者が後藤参事さんなのか。それ

で、職員が、臨時職員も含めて何人の体制でやる。ほんで、兼務になってい

る人がどれだけいるのか。 

 場所ですけど、総務課の中の一角を当てるのか、どこに本拠地というか机

が、皆さんが寄っているところがあるのか。私、そちらの側をなかなか見に

行ってませんので、わかりませんので、外面的な形態ですね、どうなってい

るのか。 

 それと、報道で知るだけですけれども、今度来られた室長さんは総務省の

方から来られたというふうに伺っていますので、これまでのお仕事もどうい

うお仕事なのかもよくわかりませんが、室長として今後どういうことをやっ

ていこうとお考えになっているのか。初めて議会でお目にかかるのもありま

すので、意気込みとか意欲とか、そういうことも、もしお伺いできるんだっ

たら聞かせていただきたいなと思うんですが、どうでしょうか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  谷田 操議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、地域創生推進室なんですけれども、こちらについては、理事兼地域

創生推進室長１名、正規の職員が１名、臨時職員が１名、嘱託職員が１名と

いう、建設課、産業課がございます３階の奥の部屋で執務を現在行っている

というところでございます。 

 あと、兼務職員としまして、先ほど紹介もありましたけれども、管理職２

名が兼務職員、そして課長補佐、係長級の職員で、あと４名がいるというと

ころでございます。ただ、それはあくまでもいろいろ計画をしたり、いろい

ろな会議をするのに集まるものでございますので、とりあえずは課としては
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４名の島で執務をしているということでございます。 

 それと、そもそも私どもが国の人材支援の制度、地域創生のための人材支

援の制度を利用するに当たりまして、どのような人材がということですので、

それが今後の執務、仕事に携わっていただくことになるんですけれども、井

手町の地域創生計画がございます。そちらにも基本目標がございまして、そ

ちらを推進するに当たって、実務面の責任者として、町内の関係課や、国や

府などの関係機関など、計画全体の進行管理も含めて、国家公務員の知見を

生かしながら、必要に応じて事業の見直しや新たな事業展開などを企画立案

していただくためにお越しいただいたということでございますので、今後の

井手町の地域創生の、人口減少問題も踏まえてですけれども、そういうよう

なものに携わっていただく、計画の推進などをメーンでしていただくという

ふうになろうかと考えております。あと、空き家であったり大学連携であっ

たり新産業育成施設であったりというふうなことも、当該課で担当していた

だくということになっております。 

 以上です。 

議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  理事とお呼びした方がいいんですか。後藤さんは室長さ

ん、理事さん。 

 後藤さんからも一言、こういうことで頑張ろうかなと思ってはるというこ

とをお聞きしたいなと今、議長、お願いしたんですけれども、発言していた

だいたらどうでしょうか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  呼び方については、理事兼地域創生推進室長であられま

すので、理事とお呼びいただいたら結構かと思います。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  後藤崇文地域創生推進室長。 

理事（後藤崇文）  ご指名いただきましたので、一言ご挨拶させていただき

ます。 

 この４月に総務省から、地方創生の人的支援ということで、この井手町役
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場の方に赴任をさせていただいておりました。地域創生推進室におきまして

は、先ほど脇本理事からご説明がありましたとおり、地方創生にかかわる事

業の企画立案、そして推進の責任者として、町の総合調整を行う職を務めさ

せていただきます。私自身、これまで地方税制度の企画立案、固定資産税な

んですけれども、そういったものを通しまして、地方公共団体の運営のため

の業務に従事しまして、また、私は島根県庁に出向していたことがありまし

て、そういったときに、市町村課という職場で仕事をしたんですけれども、

県内市町村との連絡調整業務に当たってきた、こういった経験を生かしまし

て、本町においても、先ほど脇本理事からもありました地域創生推進計画、

これに記載された目標に向かって、関係各課としっかりと連携をとって全力

で職務を遂行したいというふうに考えております。どうぞよろしくお願いい

たします。 

議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、報告第１号、専決処分の報告についてを採決します。 

 報告第１号は承認することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（木村武壽）  挙手全員です。したがって、報告第１号は承認すること

に決定しました。 

 次に、日程第５、報告第２号、専決処分の報告についてを議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  乾税務課長。 

税務課長（乾 浩朗） 

     （報告第２号を朗読説明） 

議長（木村武壽）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  １点目は、マイナンバーの件ですが、ページ数で４ペー

ジの、町民税の減免を申請する際には、マイナンバーの個人の方の、個人番

号は書かなくてよくなったということですけれども、一応マイナンバーにつ

いてはそういうものにも全部書かなあかんということを一遍広報されてます

ので、これについて、それは必要ありませんという広報について、どうされ

るのかということを一つお伺いします。 

 ２点目に、ページ数で６ページ、固定資産税の特例率についてですが、こ

れは特例を市町村の条例で定めて率を変えていいと、国がこういうふうにし

なさいと全部決めるんじゃなくて、わがまちで定めるというのの一環という

ことだと思うんですが、その中の地方税法附則第１５条第２項第７号に当た

るもので、第１５条第２９項に規定するもの、それから第３３項第１号のイ、

ロ、第２号のイ、ロ、ハ、それから最後の第１５条の第４２項に定めるもの

と、それぞれどういうものに対する特例なのか。 

 この中に、太陽光発電設備は償却資産として固定資産税が課されるという

ことになっていますけれども、本町の場合は、既に家庭用以外のものがたく

さんできていると思いますが、既に償却資産として課税されているものがあ

るのかどうか。今回、これで特例を設けますけども、条件があると思うんで

す。申請書類とか、どういうものを出して申請するのか。心配しているのは、

この間、３月の議会でも取り上げました、山間地に巨大な太陽光発電設備等

ができているわけです。ああいうところが申請してきはって、じゃ、軽減し

ましょうということになるのかどうか。何でもかんでも軽減できるというも

のではないと思うんですけれども、どういう条件でもって軽減をするという

ことになっているのか。実際、設備は既にできていますから、今回はこれか

らできるものについての軽減率やと思いますけれども、これまでできてきた

ものについても、国は既にある程度の軽減を認めてますから、町がこの条例

を定めなくても軽減適用を受けられるものがあるんじゃないかと思うんです

けれども、あの施設が、多賀の池谷や山神にできている施設が申請してきは

った場合、もう既にできているやつですけども、軽減を受けられるのかどう

か、お尋ねしたいと思います。 
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     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  乾税務課長。 

税務課長（乾 浩朗）  ただいまのご質問にお答えします。 

 今回、マイナンバーのつきます町民税の減免の申請書における改正につき

ましては、昨年１２月の条例改正で、一旦、減免申請書におけるものについ

てはマイナンバーの記載が必要ということで改正となったものなんですが、

今回、国からの見直しということがありまして改正するものでありますので、

今後、減免申請の必要の時期に、そういう周知をしていきたいと考えており

ます。 

 次に、今回の附則第１０条の２に追加となりました資産の概要につきまし

てですけども、今回新たに追加いたしました規定といたしましては７個あり

まして、一つ目は、新たに第７項といたしまして、津波防災地域づくりに関

する法律に規定する推進計画に基づいて、避難対策のために設置されました

防潮堤や津波避難施設などの償却資産に係る課税標準の特例措置を定めたも

のでありまして、国の参酌基準を参考に、特例率を２分の１としておるとこ

ろであります。 

 二つ目は、新たに第１０項といたしまして、電気事業者による再生可能エ

ネルギー電気の調達に関する特別措置法に規定される認定発電設備の対象外

のものでありまして、政府の補助を受けて設置された太陽光発電設備、いわ

ゆる固定価格買取制度の適用を受けない自家消費のための太陽光発電設備に

係る課税標準の特例を定めたものということになっておりまして、国の参酌

基準をもとに、特例率を３分の２としたところであります。 

 三つ目に、新たに１１項といたしまして、再生可能エネルギー特別措置法

に規定される認定発電設備で風力発電設備に係るものでありまして、国の参

酌基準を参考に、特例率を３分の２としたところであります。 

 四つ目は、第１２項といたしまして、同じく再生可能エネルギー特別措置

法に規定される水力発電設備になっておりまして、国の参酌基準をもとに、

特例率を２分の１としたところであります。 

 五つ目は、新たに１３項といたしまして、同じく再生可能エネルギー特別

措置法に規定される地熱発電設備でありまして、その特例率を２分の１とし

たものであります。 

 六つ目は、新たに第１４項といたしまして、同じく再生可能エネルギー特
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別措置法に規定されるバイオマス発電設備でありまして、特例率を国の参酌

基準を参考に、２分の１としたところであります。 

 七つ目は、新たに１８項といたしまして、都市再生特別措置法に基づき、

認定誘導事業者、いわゆる都市再生特別措置法に基づく都市機能誘導区域内

に誘導すべき医療施設や福祉施設等の整備計画の認定を受けた民間業者が整

備した公共施設等の家屋及び償却資産に係る課税標準の特例を定めたもので

ありまして、国の参酌基準をもとに、特例率を５分の４ということにしてお

ります。 

 続きまして、太陽光発電設備についての件ですが、現在、固定資産税の償

却資産における太陽光発電設備につきましては、８カ所ございます。 

 特例の申請の条件といいますか、申請をする際に必要なものといいますの

は、まず特例の申請書というのがありまして、次に経済産業省が発行した再

生可能エネルギー発電設備の認定についてという通知書であったりとか、電

気事業者と締結している特定契約書の写しであるとか、運転開始日がわかる

ものであるとか、その設備の概要がわかるものなどを添付していただいて申

請していただくということになります。 

 現在、太陽光発電設備につきましては、それまでの地方税法の規定に基づ

きまして、特例率を３分の２ということで申請のあったものについては適用

しておるところでありまして、今回、その法改正によりまして、わがまち特

例で規定するものについては、固定価格買取制度の対象外の、先ほどもちょ

っと申しましたけども、自家消費発電設備に対して適用ということになりま

すので、そこの部分が以前と変わっているところであります。 

 以上であります。 

議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  現在、太陽光発電所で軽減措置を受けているところは８

カ所ということでしたけれども、指摘した山神地区と池谷地区にできている

設備についても町として軽減をしているのかどうか。ああいう状況で、危険

な状況が見られますので、そういう状況から見て軽減するべきでないと思っ

ているんですが、対象にしているのかどうかをお尋ねします。 

     （挙手する者あり） 
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議長（木村武壽）  乾税務課長。 

税務課長（乾 浩朗）  ただいまのご質問にお答えいたします。 

 現在、その施設については申請がありますので、特例を適用して課税して

おります。 

 以上です。 

議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  賛成の立場で討論します。 

 今回の改正は、マイナンバーの使用を、必要ないところでは使わなくてい

いと、あまり乱用しないように、個人の住民税、町民税の減免の申請にまで

必要ないということで、そういう点は評価しますし、今後、再生可能エネル

ギーにかかわる資産等を持った場合に、これからはＦＩＴ制度を利用しない

設備というのも出てくるというふうに思われますから、そういうものに対し

ても軽減を行って進めていく、太陽光発電等も進めていくという点で、軽減

をされるということについては賛成をしたいと思うんですけれども、一言、

やはりさまざまな設備があって、とにかく太陽光だったら何でも軽減したら

いいというものじゃないと思うんです。非常に危険な設備等がありますので、

そういう点については、規制する方法を町としても何らかの形で考えていく

べきだと。逆に税金をまけてあげているというような状況では、住民の皆さ

んに対してなかなか説明は難しいというふうに思いますので、その点につい

て、今後しっかり検討していただきたいという要望を述べまして、賛成しま

す。 

議長（木村武壽）  ほかに討論ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  これで討論を終わります。 

 これから、報告第２号、専決処分の報告についてを採決します。 

 報告第２号は承認することに賛成の議員は挙手願います。 
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     （賛成者挙手） 

議長（木村武壽）  挙手全員です。したがって、報告第２号は承認すること

に決定しました。 

 次に、日程第６、報告第３号、専決処分の報告についてを議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  乾税務課長。 

税務課長（乾 浩朗） 

     （報告第３号を朗読説明） 

議長（木村武壽）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、報告第３号、専決処分の報告についてを採決します。 

 報告第３号は承認することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（木村武壽）  挙手全員です。したがって、報告第３号は承認すること

に決定しました。 

 次に、日程第７、報告第４号、専決処分の報告についてを議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  小川保健医療課長。 

理事（小川淳一） 

     （報告第４号を朗読説明） 

議長（木村武壽）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  まず２ページですけれども、課税の限度額、基礎課税分

が５２万から５４万に２万円ふえる、後期高齢者支援金分が、これも２万円

ふえるということで、合計限度額が、払われる方は一気に最高４万円の増額

となるということだと思うんですが、この限度額世帯は何世帯ありますかと

予算委員会のときにお尋ねしますと、１７世帯ということだったんですけど

も、影響は、この１７世帯が全部４万円ほとんどふえるというふうに理解し

ていいんですか。 

 それと、３ページの、これは軽減の方だと思うんですが、２６万円が２６

万５，０００円になり、４７万円が４８万円になるということで、どの程度

の影響があるのか。軽減の額がどのくらいそれぞれ、これ、何割軽減の分で

すかね、その分がどのように変わるのか、わかりやすくご説明をお願いした

いと思います。どのくらい影響額がありますか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  小川保健医療課長。 

理事（小川淳一）  ただいまの谷田議員のご質問ですけれども、予算委員会

でご説明した後、まだ本課税が６月になりますので、予算委員会で説明させ

ていただいた数字と何ら変わりがございません。ただ、影響額の方ですけれ

ども、限度額の改正、基礎課税分２万円と支援金分２万円、予算委員会でご

答弁させていただきましたのは、基礎課税分１７世帯で報告していますので、

この分については、掛ける２万円で３４万円の影響額、それと、支援分につ

いては、３月にはお答えしておりませんでしたけれども、１２世帯ございま

して、２万円掛ける１２世帯で２４万円の影響ということでございます。 

 次に、軽減判定の関係ですけれども、こちらの方も同様に３月に報告させ

ていただきました医療分、基礎課税分、こちらの方で７割世帯が４０８世帯、

５割世帯が１７９世帯、２割世帯が１６０世帯ということで、今回、５割と

２割について影響が出ますので、それぞれ影響を見てみますと、試算では４

１７万円の試算が出たわけですけども、平成２７年度の同様の試算と比べま

して、３７万円が減額ということになります。この影響額で軽減の方は出て

おります。 

 以上でございます。 
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議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  反対の立場で討論します。 

 国保税条例の改正によって、軽減判定の分については、所得がさらに低い

方についても軽減が受けられるというふうに、住民にとって利益になる部分

もあるわけですけれども、限度額の値上げによって、さらに１世帯で４万円

急に上がるというような人も出てくる。特に、限度額というと所得の多い人

が対象じゃないかと言われる方もあるけれども、しかし、子供さんなんかが

多い世帯でいいますと、子供が１人ふえるたびに均等割が全額上がっていく

わけです。子供には全く所得がないにもかかわらず、子供が１人ふえれば掛

ける１ということになっていく、そういう仕組みに国保税はなっているわけ

です。国も、さまざま多子世帯の支援ということには乗り出しているにもか

かわらず、この国保の仕組みのところにはメスが入っていないというような

こともありまして、この方式をずっと続けますと、やはり所得のない人にま

で課税されるというようなことが起こりますので、反対をいたします。 

議長（木村武壽）  ほかに討論ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  これで討論を終わります。 

 これから、報告第４号、専決処分の報告についてを採決します。 

 報告第４号は承認することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（木村武壽）  挙手多数です。したがって、報告第４号は承認すること

に決定しました。 

 次に、日程第８、報告第５号、専決処分の報告についてを議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  中坊住民福祉課長。 
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住民福祉課長（中坊玲子） 

     （報告第５号を朗読説明） 

議長（木村武壽）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  国の措置によって保育料の軽減がひとり親等世帯とか多

子世帯に厚くなったということで、それはわかるんですけれども、じゃ、ど

こまでが国の、国はこういう軽減をやってますけども、国以上に京都府はこ

こまでやってますと、京都府の規定以上にまだ井手町はここまで軽減してま

すよと。国以上に府はここまでやってます、府以上に井手町はここまでやっ

てますという状況を住民の方に説明したいと思うんですけれども、わかるよ

うに教えていただけないでしょうか。 

 それと、延長保育料の徴収の仕方ですが、さらに今回の規定で延長保育料

も無料になる子がふえるんじゃないかと思うんですけれども、この延長保育

料、ほんまに４時半までに来たかどうかという判定そのものも保育士さんに

とっては非常に負担になっているかと思うんですが、それをどうやって具体

的に徴収されているのか。はい、あなたは今回、何月何日に延長保育料が発

生してますよとか、それをまとめて月ごとに集めているのか、もっとまとめ

て徴収しているのか、どういうふうになっているのか。保護者にとりました

ら、私のところはちょっとおくれたし延長やわ、せやけど、あの子は延長を

払ってるのかな、どうなんやろうというので、子供によって差がつくという

のが非常にややこしいし、差別を生むということになると思うので。分断す

る、保護者の方を分けることになりますから、この際、延長保育料というの

は廃止をしてほしいといつも思っているわけですけれども、どのくらいの率

で延長料も発生しない子ができるのか、わかれば。延長利用している子のう

ち、ほとんどが延長料が要らん子なのか、いやいや、延長を利用してはる人

は延長して働いてはるのやから、所得も高くてそんな軽減にはかからへんと

いうのか、わかる範囲で説明していただきたいと思います。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  中坊住民福祉課長。 



－１９－ 

住民福祉課長（中坊玲子）  ただいまの谷田 操議員のご質問にお答えいた

します。 

 今回なんですけれども、国の方で低所得の多子世帯の軽減、また、ひとり

親等世帯の軽減というものが拡充されているんですけれども、拡充内容とい

たしましては、まず、年収３６０万円未満の世帯におきまして、多子計算に

係る年齢制限というものを撤廃いたしまして、第２子の保育料半額、第３子

以降の保育料を無償とするものになります。また、ひとり親等世帯につきま

しては、低所得の方におきまして、第１子目の保険料を半額、第２子以降を

無償とするものになります。 

 京都府の方ですけれども、所得の制限は、教育の方で２１万１，２００円

以下の世帯、保育料の階層でいいますとＤ階層以下になるんですけれども、

こちらの世帯におきまして、１８歳未満の児童がいる世帯で、３子目におき

ましては無償にするというものになっております。保育の方でいいますと、

所得制限がこちらはあるんですけれども、所得につきましては後ほどお答え

させていただきますが、こちらは国で低所得というふうにうたっているんで

すが、京都府の方も、それよりも所得の範囲は広いのですが、こちらにつき

ましても、３子目、１８歳未満の子供さんがいらっしゃる世帯におきまして、

３人目以降を無償化するというものになっております。 

 さらに、井手町の方で多子世帯の軽減なんですけれども、こちらは所得制

限は設けておりませんで、２０歳未満の子供さんがいる場合、３人いらっし

ゃる子供さんにおきまして保育料を無償とするものになっております。 

 延長保育料の徴収の仕方についてのご質問なんですけれども、今までなん

ですが、一月分、園の方で何回利用されたかということに対しまして、保護

者の方に今回これだけ利用がありましたよということで、納付書をお渡しさ

せていただいて納付していただいていたというような形にさせていただいて

たんですけれども、今月から、保護者の方に払い忘れがあったりであるとか、

保護者の方が、やっぱり利用されている方がお仕事でどうしても金融機関が

あいていない時間であるとか、あと、役場があいていない、時間を超えての

保育の利用をされている方というのがたくさんいらっしゃいますので、そち

らの方に対しまして納めていただきやすいようにということで、園の方で、

その日のうちに、その日でお支払いをいただくという形で、今回５月からな

んですけれども、徴収方法を変えさせていただいております。 
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 利用の率等はこちらで今把握はしていないんですけれども、やっぱりお仕

事で遅くなられる方の利用がふえているということで、延長保育は利用して

いただいております。延長保育料の廃止については考えてはおりません。 

 以上です。 

議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  要するに、京都府は３子目無償をやってますけども、所

得制限もあるし、１８歳未満の子供が３子ということでやっているけども、

井手町は所得の制限もないし、２０歳までの子供がいはる世帯やったらみん

な３子目は無料ですよと、単純に言えばそういうことで間違いないかという

ことを聞きたい。 

 それと、教育の方で、ここで定められているのは認定こども園等に子供を

入れられる場合ですから、一般的に井手町の方で認定こども園になっていな

い他市町にある幼稚園に子供を入れておられる世帯の場合、やはりこういう

軽減の措置は今なお受けられていないという理解でいいのでしょうか。その

点を確認したいと思います。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  中坊住民福祉課長。 

住民福祉課長（中坊玲子）  ただいまのご質問にお答えいたします。 

 前半部分にご質問いただいたのは、議員おっしゃるとおりでございます。 

 後からの質問で、他市町村に行っていらっしゃる幼稚園、こちらの方につ

きましては、今この軽減の対象にはなっておりません。子ども・子育て支援

法に基づきまして運営される幼稚園に通われるというふうなことになります

と、こちらの方の京都府の第３子の軽減には対象になってまいります。 

 以上です。 

議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 
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議長（木村武壽）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、報告第５号、専決処分の報告についてを採決します。 

 報告第５号は承認することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（木村武壽）  挙手全員です。したがって、報告第５号は承認すること

に決定しました。 

 この際、暫時休憩します。 

     休憩 午前１１時１０分 

     再開 午前１１時１９分 

議長（木村武壽）  休憩前に引き続き、再開します。 

 先ほどの答弁漏れがありましたので、報告第５号についてをお願いいたし

ます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  中坊住民福祉課長。 

住民福祉課長（中坊玲子）  先ほど、京都府の第３子目の対象になる所得制

限で、保育認定の所得制限なんですけれども、１６万９，０００円未満の市

町村民税所得割課税額の方になります。 

 以上です。 

議長（木村武壽）  次に、日程第９、報告第６号、専決処分の報告について

を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章） 

     （報告第６号を朗読説明） 

議長（木村武壽）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  １０ページの国庫支出金の中で、地方創生加速化交付金

が、補正で上げたものが６，５００万ぐらいだったのが３，４００万以上減
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額というのは、国の補正がついたのが３月になってからですから、ここの決

めた事業がいろいろ年度内にできないことはもちろんわかっているんですけ

れども、これは一旦減額をして、また新たに６，５００万円に至る分を次年

度等でいただけるということなのかどうか。 

 それと、１２ページ、財産売払収入で、不動産の売った収入が３４２万１，

０００円上がっていますが、これはどこにある何を売ったのか。土地等であ

れば、単価も教えていただきたいと思います。 

 それと、もう一つ、歳入の方で飛ばしましたが、１１ページの府支出金で、

財政健全化支援補助金２，０００万円いただけるということになってますが、

これはどういうことに対していただくのか。財源は、これ、全額府なのか、

国からも入っているのかお尋ねします。 

 続きまして、１４ページの庁舎の積立金が３億円、それと、同じく１８ペ

ージに都市開発基金の積み立てが２億円ということで、ことしもたくさん貯

金を残していただくわけですけれども、総額それぞれ幾らになるのかをお尋

ねします。 

 それと、前後して申しわけありませんが、１６ページに、生涯活躍のまち

プロジェクトの費用が大幅に減額になっているんですが、これは全部年度内

にできないことはもちろんわかっているんですけど、加速化交付金との関係、

これは次年度に全部やるということなのか、その財源はどうなるのかお尋ね

いたします。 

 それと、その下、１６ページの老人医療の扶助費の減額ですけれども、１，

０００万円というと非常に大きな額なんですけれども、これは精算に伴うだ

けでこれだけの減額だということなのか、お尋ねいたします。 

 以上です。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章）  谷田 操議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の地方創生加速化交付金の関係でございますが、こちらにつ

きましては、国において制度設計なされた中で、申請するに当たっては、３

月の２７年度予算で組みなさいよという条件がまずございました。３月補正

に計上させていただいたわけではございますが、あの時点では、国に申請し

ている事業ということで、計四つの事業を計上させていただいておりました。
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その後、国の方から採択というのがございまして、四つの事業のうち二つの

事業が井手町については採択され、今回減額しております生涯活躍のまちプ

ロジェクトと山背古道広域観光事業につきましては採択されなかったという

ことになりますので、今回の３月３１日の専決で減額とさせていただいてい

るわけでございます。 

 次に、１１ページのご質問の財政健全化支援補助金についてでありますが、

こちらの方につきましては、京都府の未来づくり交付金の一環でございまし

て、そういった市町村のいろんな努力について交付されるものでございまし

て、うちの方の事業に対しまして２，００８万９，０００円の補助をいただ

いているものでございます。こちらにつきましては府の補助金であります。 

 続きまして、積立金のお話でございます。今回の補正におきまして、庁舎

の積立金へ３億円、都市開発基金へ２億円積み立てということで、総額、最

終の見込みは幾らかというお話であったかと思います。まず都市開発基金に

つきましては、この積み立てを得まして、末現在、年度末の見込みでありま

すが、都市開発基金は１３億５，０１３万２，４６７円になる見込みであり

ます。続きまして庁舎等整備基金でございますが、３億円積み立ていたしま

して、約１６億円の基金になる見通しでございます。 

 以上でございます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  小川保健医療課長。 

理事（小川淳一）  ただいまの谷田 操議員のご質問ですけれども、老人医

療の１，０００万円の減につきましては、平成２７年度当初予算編成時点に

おきましては、制度改正前の自己負担１割で積算をしておりました。２７年

４月以降２割負担となりまして、その負担割合の差が今回こういった数字を

積算するという見込みを立てましたので、減額させていただきました。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章）  谷田 操議員のご質問で１点漏れておりました。 

 不動産売払収入の関係でございますが、こちらにつきましては、場所につ

きましては井手柏原４の１２番地でございまして、面積が９４平方メートル

でございます。こちらの相手方につきましては、府山城北土木事務所でござ

います。 
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 以上です。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章）  谷田 操議員のご質問にお答えいたします。 

 先ほどの加速化交付金の部分で、今回四つの事業を申請しておって、採択

されないということであったわけではございますが、こちらにつきましては、

国の方の今回の交付金、まち・ひと・しごとという中で制度設計されておら

れたわけではございますが、まず、生涯活躍のまちにつきましても、移住等、

そういったことが勘案されていないと、なかなか今回の国の交付金は苦しい

というようなこともお聞きしておりまして、そういったことが採択されなか

った理由ではないかと思っております。 

 山背古道の広域観光につきましても、まち・ひと・しごとという中で、そ

ういった、もうかる仕組みという部分についての記載等が少なかったのでは

ないかということで不採択になったということでございます。 

 以上です。 

議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  ご説明あったうちに、不動産については、土地であれば

単価もお願いしますというふうにお願いをしましたので、単価も示してくだ

さい。 

 それと、加速化交付金についてですが、３，４４５万６，０００円減額と

いうことは、結局、本町としては加速化交付金は幾ら交付されるということ

になったのか。それもまだ決定ではないのでしょうか。これは２７年度の補

正ですから決定ですよね。幾ら本町は決定したのか、お願いします。 

 それと、生涯活躍のまちプロジェクトの件で、移住等の件が入っていない

と。空き家対策とかそういう点については、やるんですよね。それと別に、

生涯活躍の方はバリアフリーだとか健康関連とか、そういうことで入れては

ったと思うんですけども、そこでも移住のことが入ってないと採択されない

ということなんでしょうか。ちょっとご説明をお願いします。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  花木企画財政課長。 
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企画財政課長（花木秀章）  谷田 操議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目の売払収入の単価でございますが、１平米当たりの単価が３万６，

４００円でございます。 

 続きまして、地方創生の加速化交付金、井手町に幾ら採択されたという話

でございますが、本町では２事業で３，１４０万円の採択がなされたところ

でございます。実際、採択された事業の内訳でございますが、交流人口拡大

定住促進プロジェクトに１，２５０万円、「お茶の京都」広域観光振興事業に

１，８９０万円が採択されたところでございます。 

 次に、生涯活躍のまちプロジェクトについても移住の観点が必要かという

ことでのご質問でありますが、今回の本町の計画におきましては、町内の方々

にいつまでも健康で長生きしていただいて活躍いただくというような形で申

請したところではあるんですが、国の方は、今回の交付金というのでいいま

すと、一つは、今国が申しております日本版のＣＣＲＣと言われる高齢者東

京一極集中を地方にも負担いただくと、そういう高齢者の移住の観点がない

と、なかなか今回の交付金については難しいというようなお話がございまし

て、不採択になったと考えております。 

 以上です。 

議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、報告第６号、専決処分の報告についてを採決します。 

 報告第６号は承認することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（木村武壽）  挙手全員です。したがって、報告第６号は承認すること

に決定しました。 

 この際、暫時休憩します。 

     休憩 午前１１時５６分 

     再開 午後 １時００分 
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議長（木村武壽）  休憩前に引き続き、再開します。 

 次に、日程第１０、報告第７号、専決処分の報告についてを議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章） 

     （報告第７号を朗読説明） 

議長（木村武壽）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  午前中の質疑の中で、加速化交付金が申請どおりに全部

採択はされなかったということで、削られてしまった分でやろうと思ってい

たことが、ここで補正で上げられているものがあるんだと思うんですけれど

も、７ページ、順番に見まして、山背古道推進協議会の費用というのもその

一つかと思うんですけれども、復活させるのはこれだけでよいのかどうかと

いうことです。もともと、従来から一般財源等で山背古道関係でやっていた

もので、今回、加速化交付金を当てにしていたけれども出ないということで、

今回はこれだけだけれども、さらに新たに予算計上しなければならないもの

が幾つかあるのかどうか、それが一つ。 

 あと、二つ目は、民生費の中の上がっているものも全部それに当たるのか、

生涯活躍のプロジェクトに入れていたものなのか、そうではないのか。 

 それと、衛生費の二十歳からの健康づくり事業、これもその中に含まれて

いたと思うんですけれども、どういう事業をされるのか、対象者ですね。そ

れと、その中身をお尋ねしたいと思います。 

 それと、議会の全員協議会の中で、これまで乳がん検診のやり方について、

３０代の方については視触診のみということで実施をしていたんですけれど

も、１２月議会のときは、それをそのまま新年度も同じようにやりますよと

いうお話だったけれど、京都府の方や医師会の方との話し合いで変わったと

いうことですので、どのように変わったのかお尋ねいたします。 

 商工費の桜まつりの費用、これも本来は加速化交付金で見ようとしていた



－２７－ 

分だと思うんですけれども、ほかに商工関係でさらに今後、加速化交付金が

なくなったことで計上しなければならないものがあるのかどうかお尋ねいた

します。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  中谷副町長。 

副町長（中谷浩三）  私の方から、乳がん検診のご質問に対して、先日４月

２８日、全員協議会におきましてご説明を申し上げた件についてのご質問で

ございますが、もう一度ご説明を申し上げます。 

 平成２７年１２月議会において、谷田 操議員から一般質問で本町の３０

歳代の来年度の乳がん検診についてのご質問がございまして、これについて、

従来と変わらない内容で実施するという答弁を申し上げておりましたが、年

がかわり、２８年２月４日付で、京都府医師会から京都府の担当課に対しま

して、乳がん検診の視触診について中止の要望書が出されました。これを受

けまして、京都府は３月２４日、市町村担当者の会議を開かれまして、この

医師会内容に沿った説明がなされたところでございまして、このことを受け

まして、本町においても、２８年度、３０歳代の乳がん検診から視触診を外

した検診ということで検討し、先日申し上げたとおり、４０歳代、５０歳代

は従来と変わりなく実施をいたしますが、３０歳代につきましては中止する

ということでご説明を申し上げたところでございます。 

 以上であります。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章）  谷田 操議員のご質問にお答えいたします。 

 山背古道推進協議会の負担金等に関するご質問でございますが、こちらに

つきましては、先ほど議員おっしゃるとおり、平成２７年度の補正で上げて

おった事業でありますが、その中から、４月早々に取り組んでいかなければ

ならない事業ということで今回専決をしてまいったところでございまして、

推進協議会の費用もそういったことで計上しているところでございます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  寺井高齢福祉課長。 

高齢福祉課長（寺井佳孝）  二つ目の加速化交付金に係る事業か、それに当

たる事業かの民生費についてでございますが、こちらも議員おっしゃるとお
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り、加速化交付金を充当していたものでございます。 

 以上です。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章）  谷田 操議員のご質問にお答えいたします。 

 今回上げています事業、山背古道と、今、福祉の方からもお答えいたしま

したが、全ての事業が従来の補正で上げておった生涯活躍のまちプロジェク

トと山背古道広域観光振興事業に含まれておった事業でございまして、その

中のうち、４月早々に取り組まなければならない事業について、専決をして

計上させていただいたところでございます。 

 以上です。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  小笠原保健センター所長。 

保健センター所長（小笠原温美）  衛生費の二十歳からの健康づくり事業に

ついてご説明します。 

 二十歳からの健康づくり事業は、昨年度まで実施していました３９歳以下

の女性の健康診査を見直し、会社等で健診を受ける機会のない２０歳から３

９歳の男性、女性を対象とした生活習慣病予防を目的とした健診を実施し、

若い世代から健康意識の向上と生活習慣の改善を図っていただくものです。

健診内容は、内科検診、血圧測定、尿検査、腹囲測定、心電図、血液検査等

となっております。受診できる医療機関は町内の医療機関です。 

議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  花木課長が答えてくれはったのは、８ページにわたって

質問しなかったんですけれども、今の花木課長の答弁だと、それも含めて全

部、今回計上されているものは加速化交付金で充てようと思っていたけども、

４月に即座に必要だからということで補正をしたものだという理解でいいで

すかということが１点。 

 それと、今の３９歳以下の男女の対象者ですけど、会社等で健診を受ける

機会のない人というのをどうやって判断するんだろうと。本人が受けたいで

すと言うのを待つのか、国保の加入者には全部案内するとか、どういう形で。
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これ、新規事業やから、あなたは対象で受けられますよというようなことを

どうやって知らせるのかということをお尋ねします。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章）  谷田 操議員のご質問にお答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、８ページの事業も含めまして、全ての事業が従来、

加速化交付金で計上していた事業でございます。 

 以上です。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  小笠原保健センター所長。 

保健センター所長（小笠原温美）  谷田議員のご質問にお答えします。 

 対象者につきましては自己申告です。会社でお勤めの方であっても、４０

歳以下の方については、健診の機会がない方もおられると考えています。 

議長（木村武壽）  ほかに質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、報告第７号、専決処分の報告についてを採決します。 

 報告第７号は承認することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（木村武壽）  挙手全員です。したがって、報告第７号は承認すること

に決定しました。 

 この際、暫時休憩します。 

     休憩 午後 １時０７分 

     再開 午後 １時０８分 

議長（木村武壽）  休憩前に引き続き、再開します。 

 次に、日程第１１、議案第３１号、井手町副町長選任につき同意を求める

件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 
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     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘） 

     （議案第３１号を朗読説明） 

議長（木村武壽）  これで提案理由の説明を終わります。 

 本件につきましては、質疑、討論を省略し、直ちに採決を行います。 

 これから、議案第３１号、井手町副町長選任につき同意を求める件を採決

します。 

 議案第３１号に同意することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（木村武壽）  挙手多数です。したがって、議案第３１号は同意するこ

とに決定しました。 

 中谷浩三君の入場を許します。 

     （中谷浩三副町長入場） 

議長（木村武壽）  ただいま副町長に選任されました中谷浩三君より、皆様

方にご挨拶したい旨申し出がありますので、これを許します。 

 中谷浩三君。 

副町長（中谷浩三）  貴重なお時間をいただきまして、一言ご挨拶をさせて

いただきます。 

 ただいま議題となりました副町長選任同意に当たりまして、議員の皆様方

の格別のご厚情によりましてご同意をいただきましたことに対しまして、心

から厚くお礼を申し上げます。 

 大変身に余る光栄と同時に、責任の重大さを痛感しているところでござい

ます。過去４年間、微力な私がこの重責を務めることができましたのは、ひ

とえに議員各位をはじめ関係者の皆さんのご指導、ご鞭撻のたまものと感謝

をいたしているところでございます。 

 再任されました以上、心を新たにして、汐見町長が進められております「豊

かな自然と利便性・快適性とが共存する新しいまち」や、第４次総合計画で

掲げております「住んでみたい、住み続けたいまち」の実現のため、全身全

霊を打ち込んで職務を全うすべく精いっぱいの努力を重ねてまいりたいと考

えておりますので、この上とも、なお一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう

お願い申し上げまして、甚だ簡単ではございますが、私の挨拶とさせていた
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だきます。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

議長（木村武壽）  中谷副町長、今後ともよろしくお願いいたします。 

 次に、日程第１２、発委第１号、井手町議会委員会条例の一部を改正する

条例制定の件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（木村武壽）  丸山久志議会運営委員会委員長。 

７番（丸山久志）  ７番、丸山です。 

 それでは、ただいま議題となっております発委第１号、井手町議会委員会

条例の一部を改正する条例制定の件について、提案理由の説明を申し上げま

す。 

 平成２８年３月３１日付で井手町組織条例が改正されましたことに伴い、

現在設置しております常任委員会の所管について整理を行うものであります。 

 それでは、発委第１号、井手町議会委員会条例の一部を改正する条例制定

の件につきまして、ご説明申し上げます。 

 ２ページの井手町議会委員会条例の一部を改正する条例新旧対照表をごら

んください。例規ページ数１０５ページ、第２条、常任委員会の名称、委員

定数及びその所管につきまして、総務文教常任委員会の所管に地域創生推進

室を加え、産業厚生常任委員会の所管を同和人権政策課、いづみ人権交流セ

ンター、いづみ児童館、住民福祉課、高齢福祉課、地域包括支援センター、

保健医療課、保健センター、建設課、産業環境課及び上下水道課に改める。 

 １ページに戻っていただきまして、附則でございます。附則として、この

条例は公布の日から施行する。 

 以上であります。 

議長（木村武壽）  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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     （「なし」の声あり） 

議長（木村武壽）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、発委第１号、井手町議会委員会条例の一部を改正する条例制定

の件を採決します。 

 発委第１号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（木村武壽）  挙手全員です。したがって、発委第１号は原案のとおり

可決されました。 

 それでは、執行部、行政の皆さんには大変恐縮ですが、ただいまより一旦

退席をお願いし、後ほどご出席いただきたいと存じますので、よろしくお願

いいたします。 

 暫時休憩します。 

     休憩 午後 １時１８分 

     再開 午後 １時１９分 

議長（木村武壽）  休憩前に引き続き、再開します。 

 一身上の都合により、議事の進行を岩田 剛副議長にお願いします。 

 暫時休憩します。 

     休憩 午後 １時２０分 

     再開 午後 １時２１分 

副議長（岩田 剛）  休憩前に引き続き、再開します。 

 ただいま、木村武壽議長から辞職願が提出されています。 

 お諮りします。お手元に配付しております議長の辞職についてを日程に追

加し、追加日程第１として直ちに議題とすることにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

副議長（岩田 剛）  異議なしと認めます。したがって、議長の辞職につい

てを日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることに決定しまし

た。 

 追加日程第１、議長の辞職についてを議題とします。 

 議会事務局長に辞職願を朗読させます。 

議会事務局長（奥山英高）  それでは朗読いたします。 

 平成２８年５月２日、井手町議会副議長、岩田 剛様。 

 井手町議会議長、木村武壽。 
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 辞職願。このたび、一身上の都合により議長を辞職したいので、許可され

るよう願い出ます。 

 以上でございます。 

副議長（岩田 剛）  お諮りします。木村武壽議員の議長辞職を許可すること

にご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

副議長（岩田 剛）  異議なしと認めます。したがって、木村武壽議員の議

長辞職を許可することに決定しました。 

 木村武壽議員の入場を許します。 

     （木村武壽議員入場） 

副議長（岩田 剛）  木村武壽議員に申し上げます。ただいま、木村武壽議

員の議長辞職を許可することに決定いたしましたので、告知いたします。 

 なお、議長職の辞職につき、ご挨拶をされたいことがありましたら、発言

を許可します。 

１０番（木村武壽）  議長退任に当たりまして、一言御礼の挨拶を申し上げ

ます。 

 顧みますと、平成２６年４月の臨時議会におきまして、議員各位の温かい

ご支援によりまして議会議長に推挙賜り、栄誉な要職につかせていただき、

２年間、非才な微力な私でありますが、町政発展と円滑な議会運営にひたす

ら努めてまいりましたつもりでございます。幸いに、議員各位の格別のご支

援、ご協力を賜り、また、汐見町長をはじめ関係者各位からご援助、ご鞭撻

を賜り、おかげをもちまして、本日まで大過なく職責を全うすることができ

ました。まことに感謝にたえず、心から厚く御礼を申し上げます。 

 この間、ＪＲ奈良線の部分複線化や白坂開発など、人口減少、超高齢化の

進む社会の中で、あすの本町を支える事業が着実に前進する中で議長に就任

できました。あわせまして、議会の活動が注目を浴びる中、手話言語法制定

や、ヘイトスピーチに関する法規制、建設業従事者のアスベスト被害者の早

期救済・解決を求めていく、本議会として明確な姿勢を示すとともに、より

緊張感のある議会の運営を目指し、対面式演壇を導入し、行政と向かい合う

議会を示すことができました。私にとりまして、この上もない喜びでござい

ます。関係者各位のご尽力のたまものと感謝をいたしますとともに、厚く御

礼を申し上げます。 
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 どうか、皆様方におかれましては、ますますご健勝で町政活性化のため、

なお一層のご尽力をくださいますよう念願いたしまして、議長退任の挨拶と

させていただきます。どうもありがとうございました。 

副議長（岩田 剛）  それでは、暫時休憩します。 

     休憩 午後 １時２４分 

     再開 午後 １時２５分 

副議長（岩田 剛）  休憩前に引き続き、再開します。 

 ただいま、議長が欠けました。 

 お諮りします。お手元に配付しております議長の選挙についてを日程に追

加し、追加日程第２として直ちに選挙を行いたいと思います。ご異議ありま

せんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

副議長（岩田 剛）  異議なしと認めます。したがって、議長の選挙につい

てを日程に追加し、追加日程第２として直ちに選挙を行うことに決定しまし

た。 

 追加日程第２、議長の選挙についてを行います。 

 選挙は投票で行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

     （議場閉鎖） 

副議長（岩田 剛）  ただいまの出席議員数は１０人です。 

 次に、立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、立

会人に西島寛道議員及び村田忠文議員を指名します。 

 投票用紙を配ります。 

     （投票用紙配付） 

副議長（岩田 剛）  投票用紙の配付漏れはありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

副議長（岩田 剛）  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

     （投票箱点検） 

副議長（岩田 剛）  異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙に選ぶ人の氏名

を欄内に１人記載をお願いします。 
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 ただいまから投票を行います。事務局長が議席番号と氏名をお呼びします

ので、順番に投票願います。 

 点呼を命じます。 

議会事務局長（奥山英高）  それでは、議席番号と氏名を呼び上げます。 

 １番、谷田利一議員。 

 ２番、西島寛道議員。 

 ３番、岡田久雄議員。 

 ４番、岩田 剛議員。 

 ５番、古川昭義議員。 

 ６番、村田忠文議員。 

 ７番、丸山久志議員。 

 ８番、中坊 陽議員。 

 ９番、谷田 操議員。 

 １０番、木村武壽議員。 

     （投票） 

副議長（岩田 剛）  投票漏れはありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

副議長（岩田 剛）  投票漏れなしと認めます。 

 投票を終わります。 

 開票を行います。 

 西島寛道議員及び村田忠文議員、開票の立ち会いをお願いいたします。 

     （開票） 

副議長（岩田 剛）  選挙の結果を報告します。 

 投票総数１０票、有効投票９票、無効投票１票です。有効投票のうち、丸

山久志議員９票です。以上のとおりであります。これは、先ほどの出席議員

数に符合いたしております。 

 この選挙の法定得票数は２．２５票になります。したがって、丸山久志議

員が議長に当選されました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

     （議場閉鎖解除） 

副議長（岩田 剛）  ただいま議長に当選されました丸山久志議員がおられ

ますので、本席から会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知を
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いたします。 

 この際、丸山久志議員のご挨拶を受けることにいたしたいと思います。 

 丸山久志議長、議長当選承諾及び挨拶をお願いいたします。 

議長（丸山久志）  ７番、丸山です。一言、議長就任のご挨拶を申し上げま

す。 

 このたび、不肖私、議員の皆様方のご推挙をいただきまして、井手町議会

議長の要職に就任することになりました。まことに身に余る光栄であります。 

 私は本町議会議員として１８年、井手町の発展と住民福祉の向上のため努

めてまいりました。ここに皆様のご推挙を受けました上は、身を挺してその

ご厚情に対しお報いする覚悟を新たにしているところであります。 

 議会運営につきましては、議会運営委員会の意見を尊重しながら、公正無

私を旨とし、言論の府として町議会が円満に運営されますよう誠心誠意努力

をする所存であります。 

 議員各位におかれましては、今後、より一層のご支援、ご鞭撻を賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。 

 多様化する住民ニーズに応えるよう、行政と議会が一体となって井手町の

発展と住民福祉の向上を目指し、職責を全うする覚悟でありますので、重ね

て皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げまして、就任の挨拶といたします。

ありがとうございました。 

副議長（岩田 剛）  丸山久志議長、議長席にお着き願います。 

 暫時休憩いたします。 

     休憩 午後 １時４２分 

     再開 午後 １時５０分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 ただいま、岩田 剛副議長から辞職届が提出されています。 

 お諮りします。お手元に配付しております副議長の辞職についてを日程に

追加し、追加日程第３として直ちに議題とすることにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、副議長の辞職につい

てを日程に追加し、追加日程第３として直ちに議題とすることに決定しまし

た。 

 追加日程第３、副議長の辞職についてを議題とします。 
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 議会事務局長に辞職願を朗読させます。 

議会事務局長（奥山英高）  それでは朗読いたします。 

 平成２８年５月２日、井手町議会議長、丸山久志様。 

 井手町議会副議長、岩田 剛。 

 辞職願。このたび、一身上の都合により副議長を辞職したいので、許可さ

れるよう願います。 

 以上であります。 

議長（丸山久志）  お諮りします。岩田 剛議員の副議長辞職を許可するこ

とにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、岩田 剛議員の副議

長辞職を許可することに決定しました。 

 岩田 剛議員の入場を許します。 

     （岩田 剛議員入場） 

議長（丸山久志）  岩田 剛議員に申し上げます。ただいま、岩田 剛議員

の副議長辞職を許可することに決定しましたので、告知いたします。 

 なお、副議長職の辞職につきご挨拶をされたいことがありましたら、発言

を許可します。 

 岩田 剛議員。 

４番（岩田 剛）  一言お礼を申し上げたいと思います。 

 議員の皆様方のご推挙をいただきまして、この２年間、井手町議会の副議

長として木村議長を補佐する役割を与えていただきました。この２年間、私

にとりましても、この上ない貴重な経験をさせていただきました。今日の日

を迎えることができましたのは、議員各位のご支援、ご協力のたまものと厚

くお礼を申し上げる次第でございます。 

 まことに簡単粗辞ではございますが、副議長退任に当たりまして、お礼の

言葉といたします。どうもありがとうございました。 

議長（丸山久志）  それでは、この際、暫時休憩します。 

     休憩 午後 １時５３分 

     再開 午後 １時５４分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 ただいま、副議長が欠けました。 
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 お諮りします。お手元に配付しております副議長の選挙についてを日程に

追加し、追加日程第４として直ちに選挙を行いたいと思います。ご異議あり

ませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、副議長の選挙につい

てを日程に追加し、追加日程第４として直ちに選挙を行うことに決定しまし

た。 

 追加日程第４、副議長の選挙についてを行います。 

 選挙は投票で行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

     （議場閉鎖） 

議長（丸山久志）  ただいまの出席議員数は１０名であります。 

 次に、立会人を指名いたします。会議規則第３２条第２項の規定によって、

立会人に岡田久雄議員及び中坊 陽議員を指名します。 

 投票用紙を配ります。 

     （投票用紙配付） 

議長（丸山久志）  投票用紙の配付漏れはありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

     （投票箱点検） 

議長（丸山久志）  異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙に選ぶ人の氏名

を欄内に１人記載をお願いします。 

 ただいまから投票を行います。事務局長が議席番号と氏名を呼びますので、

順番に投票をお願いします。 

 点呼を命じます。 

議会事務局長（奥山英高）  それでは、議席番号と氏名を呼び上げます。 

 １番、谷田利一議員。 

 ２番、西島寛道議員。 

 ３番、岡田久雄議員。 

 ４番、岩田 剛議員。 
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 ５番、古川昭義議員。 

 ６番、村田忠文議員。 

 ７番、丸山久志議員。 

 ８番、中坊 陽議員。 

 ９番、谷田 操議員。 

 １０番、木村武壽議員。 

     （投票） 

議長（丸山久志）  投票漏れはありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  投票漏れなしと認めます。 

 投票を終わります。 

 開票を行います。 

 岡田久雄議員、中坊 陽議員、開票の立ち会いをお願いします。 

     （開票） 

議長（丸山久志）  選挙の結果を報告します。 

 投票総数１０票、有効投票９票、無効投票１票です。有効投票のうち、村

田忠文議員８票、谷田 操議員１票、以上のとおりです。これは、先ほどの

出席議員数に符合いたしております。 

 この選挙の法定得票数は２．２５票です。したがって、村田忠文議員が副

議長に当選されました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

     （議場閉鎖解除） 

議長（丸山久志）  ただいま副議長に当選されました村田忠文議員がおられ

ますので、本席から会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知を

いたします。 

 この際、村田忠文議員のご挨拶を受けることにします。 

 村田忠文副議長。 

副議長（村田忠文）  ６番、村田です。副議長就任に当たりまして、一言ご

挨拶を申し上げます。 

 ただいま、議員の皆様のご推挙によりまして、井手町議会の副議長に選ば

れましたことは、大変光栄でありますとともに、責任の重大さを痛感してい

るところであります。もとより浅学非才の身ではございますが、議長を補佐
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し、議会の活性化のために、また町政発展のために努めていく覚悟でありま

す。どうか今後とも皆様のさらなる支援を賜りまして、しっかりと頑張って

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 簡単ではございますが、副議長就任の挨拶とさせていただきます。ありが

とうございました。 

議長（丸山久志）  この際、暫時休憩します。 

     休憩 午後 ２時０４分 

     再開 午後 ２時０５分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 お諮りします。ただいまお手元に配付しております常任委員会委員、議会

運営委員会委員、議会広報編集委員会委員の選任についてをそれぞれ日程に

追加し、追加日程として直ちに議題とすることにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、常任委員会委員、議

会運営委員会委員、議会広報編集委員会委員の選任についてをそれぞれ日程

に追加し、追加日程として直ちに議題とすることに決定しました。 

 追加日程第５、常任委員会委員の選任についてを行います。 

 お諮りします。常任委員会委員の選任については、委員会条例第６条第４

項の規定によって、お手元に配付しました名簿のとおり、総務文教常任委員

会委員に５人、産業厚生常任委員会委員に５人、それぞれ指名したいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、常任委員会委員はお

手元に配付しました名簿のとおり選任することに決定しました。 

 暫時休憩します。休憩中に各委員会の正副委員長を互選していただき、議

長まで報告をお願いします。 

     休憩 午後 ２時０６分 

     再開 午後 ２時１１分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 休憩中に各常任委員会の正副委員長の互選があり、総務文教常任委員会の

委員長には西島寛道議員、副委員長には古川昭義議員、産業厚生常任委員会

の委員長には岡田久雄議員、副委員長には木村武壽議員が就任されましたの
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で、報告いたします。 

 暫時休憩します。 

     休憩 午後 ２時１２分 

     再開 午後 ２時１３分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 次に、追加日程第６、議会運営委員会委員の選任についてを行います。 

 お諮りします。議会運営委員会委員の選任については、井手町議会委員会

条例第６条第４項の規定によって、西島寛道議員、岡田久雄議員、岩田 剛

議員、古川昭義議員、村田忠文議員、谷田 操議員を指名したいと思います。

ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、議会運営委員会委員

は西島寛道議員、岡田久雄議員、岩田 剛議員、古川昭義議員、村田忠文議

員、谷田 操議員を選任することに決定しました。 

 この際、暫時休憩します。休憩中に議会運営委員会の正副委員長を互選し

ていただき、議長まで報告をお願いします。 

     休憩 午後 ２時１５分 

     再開 午後 ２時１７分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 休憩中に議会運営委員会の正副委員長の互選があり、議会運営委員会の委

員長には古川昭義議員、副委員長には西島寛道議員が就任されましたので、

報告いたします。 

 次に、追加日程第７、議会広報編集委員会委員の選任についてを議題とし

ます。 

 お諮りします。議会広報編集委員会委員の選任については、井手町議会広

報発行に関する条例第３条第２項の規定により、お手元に配付しました名簿

のとおり指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、議会広報編集委員会

委員はお手元に配付しました名簿のとおり選任することに決定しました。 

 この際、暫時休憩します。休憩中に議会広報編集委員会の正副委員長を互

選していただき、議長まで報告願います。 
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     休憩 午後 ２時１８分 

     再開 午後 ２時１９分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 休憩中に議会広報編集委員会の正副委員長の互選があり、議会広報編集委

員会の委員長には古川昭義議員、副委員長には岩田 剛議員が就任されまし

たので、報告いたします。 

 この際、暫時休憩します。 

     休憩 午後 ２時２０分 

     再開 午後 ２時２１分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 お諮りします。ただいまお手元に配付しております交通対策特別委員会委

員の辞任許可及び同委員の選任についてを日程に追加し、追加日程第８とし

て直ちに議題とすることにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、交通対策特別委員会

委員の辞任許可及び同委員の選任についてを日程に追加し、追加日程第８と

して直ちに議題とすることに決定しました。 

 追加日程第８、交通対策特別委員会委員の辞任許可及び同委員の選任につ

いてを行います。 

 お諮りします。交通対策特別委員会の全員の辞任を許可し、新たに交通対

策特別委員の選任については、委員会条例第６条第４項の規定によって、お

手元に配付しました名簿のとおり指名したいと思います。ご異議ありません

か。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、交通対策特別委員は

お手元に配付しました名簿のとおり選任することに決定しました。 

 この際、暫時休憩します。休憩中に交通対策特別委員会の正副委員長を互

選していただき、議長まで報告を願います。 

     休憩 午後 ２時２２分 

     再開 午後 ２時２３分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 休憩中に交通対策特別委員会の正副委員長の互選があり、交通対策特別委
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員会の委員長には木村武壽議員、副委員長には谷田利一議員が就任されまし

たので、報告いたします。 

 この際、暫時休憩します。 

     休憩 午後 ２時２３分 

     再開 午後 ２時２４分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 お諮りします。ただいまお手元に配付しております城南衛生管理組合議会

議員、京都府後期高齢者医療広域連合議会議員、京都地方税機構議会議員の

選挙についてをそれぞれ日程に追加し、追加日程として直ちに議題とするこ

とにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、城南衛生管理組合議

会議員、京都府後期高齢者医療広域連合議会議員、京都地方税機構議会議員

の選挙についてをそれぞれ日程に追加し、追加日程として直ちに議題とする

ことに決定しました。 

 追加日程第９、城南衛生管理組合議会議員の選挙についてを行います。 

 お諮りします。選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項

の規定により、指名推選によりしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、選挙の方法は指名推

選によることと決定しました。 

 お諮りいたします。被選挙人の指名の方法につきましては、議長において

指名することにいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、議長において指名す

ることに決定しました。 

 城南衛生管理組合議会議員に岡田久雄議員、岩田 剛議員を指名いたしま

す。 

 お諮りします。ただいま議長において指名しました岡田久雄議員、岩田 剛

議員を城南衛生管理組合議会議員の当選人と定めることにご異議ありません

か。 



－４４－ 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたし

ました岡田久雄議員、岩田 剛議員が城南衛生管理組合議会議員に当選され

ました。 

 ただいま当選されました岡田久雄議員、岩田 剛議員が議場におられます

ので、本席から会議規則第３３条第２項の規定による告知をいたします。 

 次に、追加日程第１０、京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙に

ついてを行います。 

 選挙は投票で行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 

     （議場閉鎖） 

議長（丸山久志）  ただいまの出席議員数は１０名です。 

 次に、立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、立

会人に谷田利一議員及び岩田 剛議員を指名します。 

 投票用紙を配ります。 

     （投票用紙配付） 

議長（丸山久志）  投票用紙の配付漏れはありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

     （投票箱点検） 

議長（丸山久志）  異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙に選ぶ人の氏名

を欄内に１名記載をお願いします。 

 ただいまから投票を行います。事務局長が議席番号と氏名を呼びますので、

順番に投票願います。 

議会事務局長（奥山英高）  それでは、議席番号と氏名を呼び上げます。 

 １番、谷田利一議員。 

 ２番、西島寛道議員。 

 ３番、岡田久雄議員。 

 ４番、岩田 剛議員。 

 ５番、古川昭義議員。 



－４５－ 

 ６番、村田忠文議員。 

 ７番、丸山久志議員。 

 ８番、中坊 陽議員。 

 ９番、谷田 操議員。 

 １０番、木村武壽議員。 

     （投票） 

議長（丸山久志）  投票漏れはありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  投票漏れなしと認めます。 

 投票を終わります。 

 開票を行います。 

 谷田利一議員及び岩田 剛議員、開票の立ち会いをお願いします。 

     （開票） 

議長（丸山久志）  選挙の結果を報告します。 

 投票総数１０票、有効投票１０票、無効投票０票です。有効投票のうち、

木村武壽議員９票、谷田 操議員１票、以上のとおりです。これは、先ほど

の出席議員数に符合いたしております。 

 この選挙の法定得票数は２．５票です。したがって、木村武壽議員が京都

府後期高齢者医療広域連合議会議員に当選されました。 

 議場の出入り口を開きます。 

     （議場閉鎖解除） 

議長（丸山久志）  ただいま京都府後期高齢者医療広域連合議会議員に当選

されました木村武壽議員が議場におられますので、本席から会議規則第３３

条第２項の規定によって、当選の告知をいたします。 

 次に、追加日程第１１、京都地方税機構議会議員の選挙についてを行いま

す。 

 お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規

定により、指名推選によりしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、選挙の方法は指名推

選によることと決定しました。 

 お諮りします。被選挙人の指名の方法については、議長において指名する
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ことにいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、議長において指名す

ることに決定しました。 

 京都地方税機構議会議員に西島寛道議員を指名いたします。 

 お諮りします。ただいま議長において指名いたしました西島寛道議員を京

都地方税機構議会議員の当選人と定めることにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたし

ました西島寛道議員が京都地方税機構議会議員に当選されました。 

 ただいま当選されました西島寛道議員が議場におられますので、本席から

会議規則第３３条第２項の規定による告知をいたします。 

 暫時休憩します。 

     休憩 午後 ２時３８分 

     再開 午後 ２時４５分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 先ほど議会で決まりました井手町議会構成委員を紹介いたします。 

 議長に丸山久志議員、副議長に村田忠文議員。 

 総務文教常任委員会の委員を紹介いたします。委員長に西島寛道議員、副

委員長に古川昭義議員、委員に村田忠文議員、丸山久志議員、中坊 陽議員。 

 産業厚生常任委員会の委員を紹介いたします。委員長に岡田久雄議員、副

委員長に木村武壽議員、委員に岩田 剛議員、谷田 操議員、谷田利一議員。 

 議会運営委員会の委員を紹介いたします。委員長に古川昭義議員、副委員

長に西島寛道議員、委員に岡田久雄議員、岩田 剛議員、村田忠文議員、谷

田 操議員。 

 議会広報編集委員会の委員を紹介いたします。委員長に古川昭義議員、副

委員長に岩田 剛議員、委員に丸山久志議員、中坊 陽議員、谷田 操議員。 

 交通対策特別委員会の委員を紹介いたします。委員長に木村武壽議員、副

委員長に谷田利一議員、委員に西島寛道議員、岡田久雄議員、村田忠文議員。 

 議会選出議員を紹介いたします。 

 城南衛生管理組合議会議員に岡田久雄議員、岩田 剛議員。 

 京都府後期高齢者医療広域連合議会議員に木村武壽議員。 
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 京都地方税機構議会議員に西島寛道議員。 

 以上であります。 

 お手元に配付いたしました議案第３２号、井手町監査委員選任につき同意

を求める件が町長から提出されました。 

 お諮りします。井手町監査委員選任につき同意を求める件を日程に追加し、

追加日程第１２として直ちに議題とすることにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、井手町監査委員選任

につき同意を求める件を日程に追加し、追加日程第１２として議題とするこ

とに決定しました。 

 次に、追加日程第１２、議案第３２号、井手町監査委員選任につき同意を

求める件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘） 

     （議案第３２号を朗読説明） 

議長（丸山久志）  これで提案理由の説明を終わります。 

 本件につきましては、質疑、討論を省略し、直ちに採決を行います。 

 これから、議案第３２号、井手町監査委員選任につき同意を求める件を採

決します。 

 議案第３２号に同意することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（丸山久志）  挙手全員であります。したがって、議案第３２号は同意

することに決定しました。 

 中坊 陽議員の入場を許します。 

     （中坊 陽議員入場） 

議長（丸山久志）  暫時休憩します。 

     休憩 午後 ２時５１分 

     再開 午後 ２時５２分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 お諮りします。ただいまお手元に配付いたしました各委員会の調査を閉会
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中も継続することについて、日程に追加し、直ちに議題とすることにご異議

ございませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、閉会中の継続調査の

申し出についてを日程に追加し、追加日程第１３として議題とすることに決

定いたしました。 

 追加日程第１３、閉会中の継続調査の申し出についてを議題とします。 

 各委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付いたしま

した申出書のとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とする

ことにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申し

出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 以上で、今臨時会の会議に付議された事件は全部終了いたしました。 

 これをもちまして本日の会議を閉じ、平成２８年５月井手町議会臨時会を

閉会します。 

 本日はご苦労さまでございました。 

     閉会 午後 ２時５３分 
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右、会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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